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【１
日
目
】

●
岡
山
に
て
、
２
０
２
５
年
度
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
記
念
講
演
と
し
て
、
岡
﨑
祐
司
氏
（
佛
教
大

学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）
に
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
深
刻
な
新
自
由
主
義
改
革
の
影
響
と
社
会
福
祉
か

ら
の
変
革

―

階
級
的
視
点
、
新
し
い
福
祉
国
家
、
福

祉
労
働―

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新
自
由
主
義
改
革
の

本
質
を
岡
﨑
先
生
の
言
葉
で
説
か
れ
、
憲
法
と
福
祉

各
法
の
間
に
存
在
す
る
社
会
福
祉
基
本
法
案
を
新
自

由
主
義
改
革
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
考
え
る
と
い

う
新
し
い
福
祉
国
家
構
想
の
社
会
研
究
運
動
を
さ
れ

て
い
る
話
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
齢
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
性
質
は
公
共
性
に
あ
る
こ
と
、
行

政
は
管
理
監
督
的
立
場
だ
け
で
な
く
、
必
要
充
足
を

点
検
し
、
必
要
充
足
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
責
任

を
有
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
も
お
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
社
会
福
祉
の
性
格
に
規
定
さ
れ
る
権
利
性
や

社
会
的
使
命
や
公
共
性
に
相
応
し
い
労
働
条
件
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
市
民
的
に
も
理
解
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
福
祉
労
働
現
場
の
崩
壊
は
、
こ
れ
ら
の

労
働
条
件
と
「
や
り
が
い
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
と
も

お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
老
福
連
ら
し
さ
を
強
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
記
念
講
演
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岡
﨑
祐
司
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【２
日
目
】

●
討
論
の
時
間
で
発
言
の
あ
っ
た
11
名

➀

第
22
回
職
員
研
究
交
流
集
会
㏌
大
阪
の
成
功

（山
中
宏
和
さ
ん
）

②
ケ
ア
ハ
ウ
ス
交
流
会
の
報
告
と
継
続

（阿
蘓
広
志
さ
ん
）

・
２
０
２
４
年
度
は
２
回
の
交
流
会
を
開
催
。
事
業
種
別
と
し
て

も
少
数
で
あ
る
こ
と
、
地
方
自
治
体
の
一
般
財
源
化
の
中
で
の

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
よ
り
、
抱
え
る
矛
盾
や
課
題
を
共
有
し
に

く
い
状
態
が
あ
る
。
老
福
連
と
い
う
横
の
繋
が
り
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。
２
０
２
５
年
度
も
交
流
会
を
予
定
す
る
。

③
人
材
確
保
・外
国
人
雇
用
に
つ
い
て

（光
永
了
円
さ
ん
・小
川
泰
樹
さ
ん
）

・
約
10
人
の
外
国
人
雇
用
を
し
て
い
る
。
支
援
会
社
も
複
数
あ
り

そ
の
選
定
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
就
労
定
着
へ
の
支
援

も
多
様
。
経
済
的
負
担
や
日
本
人
職
員
と
の
業
務
量
や
待
遇
面

の
バ
ラ
ン
ス
、
宗
教
的
配
慮
と
勤
務
調
整
、
離
職
と
採
用
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
大
阪
集
会
に
３
名
の
外
国
人

職
員
が
参
加
。
研
修
レ
ポ
ー
ト
か
ら
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

が
わ
か
っ
た
。

④
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
報
告

（須
田
英
男
さ
ん
）

・
２
０
１
２
年
（岡
山
）、
２
０
１
４
年
（島
根
）
の
集
会
を
契
機
に

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
活
動
開
始
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
世

界
中
に
拡
大
す
る
な
か
、
老
福
連
の
中
で
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
は

負
け
ず
に
で
き
る
こ
と
を
重
ね
て
き
た
。

⑤
と
も
に
歩
み
だ
す
地
域
活
動
報
告

（梅
津
隆
夫
さ
ん
）

・
と
か
み
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
８
年
に
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
開
設
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
市
民
交
流
の

場
、
暮
ら
し
の
相
談
場
と
し
て
、
地
域
住
民
や
市
民
を
運
営
委

員
と
し
て
職
員
が
事
務
局
機
能
を
担
っ
て
継
続
。
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
休
止
時
期
も
あ
っ
た
が
、
期
待
の
声
に
よ
り
再
開
！

一部紹介



⑥
ヘ
ル
パ
ー
交
流
会
・訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ（

齋
藤
麻
理
さ
ん
）

・２
０
２
４
年
介
護
報
酬
引
き
下
げ
へ
の
憤
り
。
ヘ
ル
パ
ー
ひ
と

り
ひ
と
り
が
知
識
と
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、
利
用
者
に
向
き

あ
う
責
任
の
あ
る
仕
事
。
ヘ
ル
パ
ー
不
足
や
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢

化
な
ど
課
題
が
山
積
。
新
潟
県
村
上
市
は
「訪
問
介
護
事
業
所

支
援
策
」
を
打
ち
出
し
、
車
両
燃
料
費
支
援
金
と
合
わ
せ
て
、
年

間
１
４
０
０
万
円
を
予
算
化
。
村
上
市
の
髙
橋
市
長
は
「
自
信

を
も
っ
て
援
助
し
て
く
だ
さ
い
、
事
業
所
の
こ
と
は
行
政
が
守

り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
訪
問
介
護
の
未
来
を
つ
ぶ
す
報
酬
改

定
の
撤
回
を
訴
え
る
！

⑦
白
十
字
ホ
ー
ム
の
看
取
り
事
例

（
松
下
か
ほ
る
さ
ん
）

・様
々
な
看
取
り
体
験
を
行
っ
た
。
利
用
者
の
思
い
に
そ
っ
て
専

門
職
間
で
の
相
談
を
密
に
行
っ
て
い
る
実
践
が
あ
る
。

⑧
Ｄ
Ｘ
・
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

（小
林
浩
司
さ
ん
）

⑨
報
酬
改
定
影
響
調
査
と
厚
労
省
交
渉

（
藤
田
隼
平
さ
ん
）

⑩
ピ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
㏌
広
島

（
佐
々
木
政
布
さ
ん
）

⑪
第
23
回
職
員
研
究
交
流
集
会
㏌
愛
知
の
紹
介（

篠
田
淳
治
さ
ん
）

一部紹介

●
今
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
１
号
議
案
～
第
６

号
議
案
ま
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
２
０
２
５
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
「全
国
老
人
ホ
ー

ム
施
設
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
む
年
度
に
な
り
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
の
結
果
を
厚
労
省
へ
の
要
望
行
動

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

・平
和
活
動
と
し
て
、
「
第
１
回
ピ
ー
ス
・ア
ク
シ
ョ
ン
㏌

広
島
」
を
開
催
し
ま
す
。
戦
後
80
年
の
今
年
に
、
「
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
広
島
の
地
か
ら
動
き
出
し
ま
す
。

・
２
０
２
４
年
度
に
引
き
続
き
、
種
別
ご
と
の
交
流
機

会
や
学
習
機
会
を
設
け
、
老
福
連
と
し
て
の
繋
が
り
や

学
び
の
深
化
を
ね
ら
い
ま
す
。

・
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
活
動
に
つ
い
て
、
本
部
事
務

局
と
と
も
に
検
討
し
ま
す
。
各
施
設
・
法
人
内
の
人
事

異
動
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
関
係
性
の
構
築
が
求
め

ら
れ
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

・
現
在
、
会
員
施
設
は
94
施
設
、
賛
助
会
員
は
19
名
で

す
。
会
員
同
士
が
繋
が
り
続
け
、
支
え
合
え
る
よ
う
に

会
員
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

・
幹
事
と
し
て
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
松
尾
守
さ
ん
（
富

山
・し
ら
い
わ
苑
」
が
退
任
さ
れ
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
老
福
連
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
に
幹
事
に
ご
就
任
く
だ

さ
い
ま
し
た
の
は
、
廣
田
雅
子
さ
ん
（
石
川
・な
ん
ぶ
や

す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
）
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
施
設
長
と
し
て

老
福
連
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
新
し
い

幹
事
と
し
て
、
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
本
部
事
務
局
の
人
事
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
。
藤
井

歩
さ
ん
か
ら
、
橋
本
信
夫
さ
ん
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❒

全
国
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
ア
ン

ケ―

ト
」に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ❒

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
回

答
方
法
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

よ
る
回
答
方
法
（
封
筒
の
ご
返
送
）

に
て
、
８
月
31
日
が
〆
切
と
な
り

ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
の
あ
り
方
を
聴

く
設
問
、
人
員
確
保
・
定
着
・
職
員

処
遇
を
聴
く
設
問
、
報
酬
改
定
の

影
響
や
事
業
を
め
ぐ
る
動
向
を
聴

く
設
問
な
ど
を
回
答
い
た
だ
き
ま

す
。
今
回
、
医
療
と
介
護
の
連
携
の

推
進
や
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

の
設
問
を
用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
別
途
作
成
し
て

い
ま
す
。

・
２
０
２
７
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
全

国
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
の
声
を

私
た
ち
老
福
連
が
届
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
９
年
・
２
０

２
２
年
は
回
答
数
が
２
０
０
０
人

を
超
過
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



これまでは参加申込による参加受
付をしてきましたが、今回はロワ
ジールホテル豊橋の宿泊数把握の
為、９月中には、一旦参加申込予定
数をお聞きすることになります。実
行委員よりご連絡を差し上げること
があると思います。なにとぞ、ご理
解のほど、よろしくお願いいたしま
す。

開催要綱を近日中にお届けいたします。
開催要綱をお読みいただき、多くの職員の方
の参加申込をお願い申し上げます。



戦後８０年、今年に絶対この企画を
したいと強く願った人が練った企画
です！！ 戦争そのものを知る人が
減少していく中で、戦争や核兵器を
反対をする絶対数が変化する時代
になるのではなることが危惧されま
す。いま私たちができることはなに
か？お二人の講演を聴き、考えま
しょう！そして二日目のフィールド
ワークでさらにその考えを深めま
しょう！

申
込
〆
切
は
、
7
月
20
日
で
す
。
同
封
し
て
い
ま

す
開
催
要
綱
の
申
込
用
紙
を
用
い
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
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